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「
地
方
制
度
調
査
会
」 

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
特
別
教
授 

小
西 

敦 

 <

は
じ
め
に>

 

二
〇
一
一
年
八
月
二
四
日
、
第
三
〇
次
の
地
方
制
度

調
査
会
が
発
足
し
た
。 

二
〇
一
〇
年
五
月
二
五
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
原

口
一
博
総
務
大
臣
（
当
時
、
肩
書
き
に
つ
い
て
は
、
以

下
同
様
）
が
、「
当
面
、
地
方
制
度
調
査
会
の
開
催
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
お

こ
す
と
、
最
近
の
物
事
の
移
り
変
わ
り
の
激
し
さ
を
改

め
て
感
じ
る
。 

地
方
制
度
調
査
会
は
、
地
方
自
治
に
関
係
す
る
者
に

と
っ
て
は
、
良
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
関
係
者
の

間
で
は
、「
地
制
調
」
と
略
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本

稿
で
は
、
こ
の
地
制
調
に
つ
い
て
、
若
干
の
現
状
説
明
、

論
点
及
び
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
気
軽
な
雑
文
と
し

て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。 

  

<

１ 

地
制
調> 

  

地
制
調
は
、
地
方
制

度
調
査
会
設
置
法
（
昭

和
二
七
年
法
律
第
三
一

〇
号
）
に
基
づ
き
、
内

閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に

応
じ
、
地
方
制
度
に
関

す
る
重
要
事
項
を
調
査

審
議
す
る
た
め
、内
閣
府
に
設
置
さ
れ
る
機
関
で
あ
る
。 

こ
の
地
方
制
度
調
査
会
設
置
法
は
、「
日
本
国
憲
法
の

基
本
理
念
を
十
分
に
具
現
す
る
よ
う
に
現
行
地
方
制
度

に
全
般
的
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
同

法
一
条
）
と
し
て
い
て
、
地
制
調
の
格
調
の
高
さ
を
感

じ
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
地
方
自
治
法
改

正
案
は
、
地
制
調
の
答
申
に
基
づ
い
て
立
案
さ
れ
て
き

て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
四
月
二
八
日
に
成
立

し
た
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成

二
三
年
法
律
第
三
五
号
）
は
、
地
方
議
会
関
係
の
改
正

と
し
て
、
法
定
受
託
事
務
を
原
則
と
し
て
議
決
事
件
に

加
え
る
こ
と
や
議
員
定
数
の
法
定
上
限
を
撤
廃
す
る
こ

と
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
第
二
九

次
地
制
調
が
二
〇
〇
九
年
六
月
一
六
日
の
第
四
回
総
会

に
お
い
て
決
定
し
た
「
今
後
の
基
礎
自
治
体
及
び
監

査
・
議
会
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
（
同
答
申
二
三
・
二
八
頁
参
照
）
。 

<

２ 

委
員> 

  

地
制
調
の
委
員
の
人
選
は
、
①
国
会
議
員
、
②
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
、
③
地
方
公
共
団
体
の
長
、

④
地
方
公
共
団
体
の
そ
の
他
の
職
員
、
⑤
地
方
制
度
に

関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
す
る
形
で
行
わ
れ
る
。
国
会
議
員
が
委
員
と

な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
臨
時
委

員
の
制
度
が
あ
る
。 

委
員
数
は
、
第
三
〇
次
地
制
調
に
お
い
て
は
、
学
識

経
験
者
一
八
名
、
国
会
議
員
六
名
（
衆
議
院
議
員
四
、

参
議
院
議
員
二
）
、
地
方
六
団
体
六
名
、
計
三
〇
名
、
臨

時
委
員
数
は
、
計
二
名
で
あ
る
（
二
〇
一
一
年
八
月
二

四
日
現
在
）
。 

委
員
の
任
期
は
、二
年
で
あ
り
、各
次
の
地
制
調
は
、

二
年
間
の
う
ち
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
二

九
次
地
制
調
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
三
日
に
第
一
回
総

会
が
開
か
れ
、
上
記
の
よ
う
に
、 

二
〇
〇
九
年
六
月
の

第
四
回
総
会
に
お
い
て
、
答
申
を
決
定
し
、
活
動
を
終

え
た
。 

地
制
調
で
は
、
従
前
か
ら
、
専
門
小
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
こ
で
専
門
的
に
議
論
を
行
い
、
あ
る
程
度
審
議

が
進
む
と
、
そ
の
段
階
で
総
会
に
対
し
小
委
員
会
か
ら

報
告
し
、
総
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
ま
た
、
小
委
員

会
で
審
議
す
る
と
い
う
や
り
方
を
し
て
き
て
い
る
。
第

二
九
次
地
制
調
に
お
い
て
も
、
総
会
は
四
回
で
あ
る
が
、
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小
委
員
会
は
二
八
回
開
か
れ
て
い
る
。 

小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
前
例
で
は
、
総
会
の
了

解
を
得
て
、
会
長
が
指
名
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

上
記
の
⑤
の
学
識
経
験
者
の
委
員
が
小
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
上
記
の
①
～
④
の
委
員
、

す
な
わ
ち
、
国
会
議
員
や
地
方
公
共
団
体
関
係
者
は
小

委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た 

  

<

３ 

地
制
調
と
地
方
六
団
体>

 

 

第
三
〇
次
地
制
調
の
委
員
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体

関
係
者
の
具
体
的
な
委
員
を
見
て
み
る
。
八
月
二
四
日

の
総
会
提
出
資
料
「
第
三
〇
次
地
方
制
度
調
査
会
委
員

名
簿
」
に
よ
る
と
、「
地
方
六
団
体
」
と
い
う
区
分
の
も

と
に
、
石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
、
山
本
教
和
三
重
県
議

会
議
長
、
森
民
夫
新
潟
県
長
岡
市
長
、
関
谷
博
山
口
県

下
関
市
議
会
議
長
、
藤
原
忠
彦
長
野
県
川
上
村
長
、
髙

橋
正
群
馬
県
榛
東
村
議
会
議
長
の
六
名
の
名
前
が
あ
が

っ
て
い
る
。
全
国
知
事
会
か
ら
の
石
井
知
事
以
外
の
五

名
は
、
地
方
六
団
体
の
各
組
織
、
す
な
わ
ち
、
全
国
都

道
府
県
議
会
議
長
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
市
議
会
議

長
会
、
全
国
町
村
会
及
び
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
会

長
で
あ
る
。
石
井
知
事
は
、
全
国
知
事
会
の
総
務
常
任

委
員
会
の
委
員
長
で
あ
り
、
第
二
七
次
か
ら
第
二
九
次

の
地
制
調
の
委
員
で
も
あ
る
。
石
井
知
事
も
含
め
、
こ

れ
ら
の
地
制
調
の
委
員
は
、
地
方
六
団
体
の
代
表
者
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ま
で
は
、
地
制
調
に
お
い
て
、
地
方
六
団
体
が
、

そ
の
意
見
を
主
張
で
き
る
場
面
と
し
て
は
、
①
上
記
の

各
団
体
の
代
表
者
で
あ
る
委
員
が
総
会
の
場
に
お
い
て

意
見
を
述
べ
る
場
面
と
②
小
委
員
会
に
お
い
て
地
方
六

団
体
の
代
表
者
が
、
団
体
の
立
場
か
ら
の
意
見
陳
述
を

行
う
場
面
と
が
あ
っ
た
。
②
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
第

二
九
次
地
制
調
の
小
委
員
会
の
第
一
三
回
（
平
成
二
〇

年
七
月
二
九
日
）、
第
一
四
回
（
同
年
九
月
五
日
）
に
、

「
議
会
に
関
す
る
意
見
聴
取
、
質
疑
応
答
」
が
行
わ
れ
、

第
一
三
回
で
は
、 

議
長
会
の
代
表
者
、
第
一
四
回
で
は
、

知
事
会
・
市
長
会
・
町
村
会
の
代
表
者
が
意
見
を
述
べ

て
い
る
。 

  

<

４ 

住
民
の
視
点
か
ら
の
議
論> 

 

二
〇
一
一
年
八
月
二
三
日
の
記
者
会
見
で
、
片
山
大

臣
は
、
地
制
調
の
委
員
に
つ
い
て
、
住
民
の
視
点
か
ら

の
議
論
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
人
選
を
行
っ

た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
自
治
制
度
と

い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
だ
れ
の
た
め
に
何
の
目
的
で
あ

る
か
と
い
う
と
、
自
治
体
関
係
者
の
た
め
に
あ
る
わ
け

で
は
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、
究
極
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
あ
る
わ
け
で
、・
・
・
一
番
肝
心
の

住
民
の
皆
さ
ん
、
な
い
し
そ
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

近
い
立
場
に
あ
る
方
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
住
民
の

視
点
か
ら
も
の
を
言
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
観
点
で
数
人
の

方
を
選
ん
で
み
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
」
。 

  

<

５ 

地
制
調
再
始
動
の
理
由>

 

 

さ
て
、
冒
頭
に
戻
っ
て
、
当
面
、
開
催
は
考
え
て
い

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
地
制
調
が
、
な
ぜ
、
再
び
始

動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

担
当
大
臣
の
交
代
と
い
う
要
素
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

原
口
氏
が
総
務
大
臣
で
あ
っ
た
と
き
は
、
総
務
大
臣

決
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
方
行
財
政
検
討
会
議
が
、

地
域
主
権
の
確
立
を
目
指
し
た
地
方
自
治
法
の
抜
本
的

な
見
直
し
の
案
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
の
場
と
さ
れ
て

い
た
。 

片
山
善
博
総
務
大
臣
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
二
五
日

の
参
議
院
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
方

針
変
更
を
示
唆
す
る
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。「
私
も
昨
年

の
九
月
の
一
七
日
に
総
務
大
臣
を
引
き
継
ぎ
ま
し
て
、

言
わ
ば
例
え
れ
ば
リ
レ
ー
で
バ
ト
ン
を
い
た
だ
い
た
わ

け
で
、・
・
・
い
ず
れ
か
の
段
階
で
そ
の
バ
ト
ン
を
持
ち

替
え
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
」
。
片
山
大
臣
は
、
同
年
四
月
二
一
日
の
衆
議
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院
総
務
委
員
会
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

地
方
制
度
調
査
会
設
置
法
の
廃
止
を
否
定
し
て
い
る
。

「
地
方
制
度
調
査
会
の
設
置
法
・
・
・
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
廃
止
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
い
う
事
実

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。・
・
・
そ
の
法
の
趣
旨
を
生
か
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
今
後
ど
う
な
る
か
と
い
う
の
は
、・
・
・
変
わ
り

得
る
も
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
時
点
で
は
、
そ

う
い
う
廃
止
に
向
け
た
検
討
を
、
担
当
大
臣
と
し
て
、

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。 

よ
り
明
確
な
理
由
と
し
て
は
、
地
方
六
団
体
側
が
地

制
調
に
お
け
る
議
論
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
に
、
全
国
知
事
会

が
、「
地
方
自
治
法
等
の
改
正
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
公

表
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
「
１ 

適
正
な
手
続
き
に
よ

り
地
方
自
治
法
見
直
し
の
検
討
を
行
う
こ
と
」
に
お
い

て
は
、「
地
方
自
治
制
度
は
、
住
民
、
議
会
、
首
長
も
含

め
現
場
の
当
事
者
に
よ
る
真
摯
な
努
力
を
前
提
と
し
て

い
る
。・
・
・
今
回
の
よ
う
な
抜
本
的
な
見
直
し
に
当
た

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
十
分

な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は

こ
の
よ
う
な
丁
寧
な
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
な
い
」
と

し
て
い
る
。
こ
の
意
見
書
は
、
改
正
案
の
中
身
に
つ
い

て
は
、
住
民
投
票
制
度
の
創
設
や
直
接
請
求
に
係
る
地

方
税
の
賦
課
徴
収
等
の
除
外
規
定
の
削
除
に
つ
い
て
、

今
国
会
で
の
法
改
正
に
は
反
対
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。

地
方
行
財
政
検
討
会
議
の
構
成
員
に
も
、
地
方
公
共
団

体
関
係
者
と
し
て
、
長
や
議
長
が
入
っ
て
い
る
が
、
知

事
会
の
意
見
書
は
、「
地
方
行
財
政
検
討
会
議
で
の
十
分

な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
項
目
や
、
委
員
間
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
項
目
が
多
い
」
と
指

摘
し
て
い
る
。 

端
的
に
言
っ
て
、
異
論
が
多
い
改
正
内
容
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
制
調
と
い
う
場
で
の
議
論
を
経
て
い
な
い

と
い
う
過
程
が
、
こ
う
し
た
反
対
の
一
因
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
記
の
参
議
院
総
務
委
員
会
に
お

け
る
答
弁
で
、
片
山
大
臣
も「
反
論
の
主
た
る
説
明
は
、

検
討
の
場
が
・
・
・
地
方
制
度
調
査
会
で
な
い
の
は
お

か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
そ
う
い
う
形
式
的
な
問

題
」
と
し
て
い
る
。 

最
近
、
地
制
調
専
門
小
委
員
会
で
地
方
自
治
法
改
正

を
審
議
す
る
に
当
た
り
、
地
方
六
団
体
代
表
の
委
員
も

交
え
て
議
論
を
進
め
る
方
針
と
報
じ
ら
れ
た
（
二
〇
一

一
年
九
月
七
日
時
事
通
信
社
「
官
庁
速
報
」）
。
こ
れ
に

よ
る
と
、「
自
治
法
改
正
の
議
論
は
六
団
体
の
反
対
で
棚

上
げ
さ
れ
て
い
る
経
緯
が
あ
り
、
事
態
を
打
開
す
る
た

め
に
も
地
方
代
表
の
参
加
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
」
と

さ
れ
て
い
る
。
小
委
員
会
の
運
営
方
法
に
お
い
て
、
地

方
六
団
体
の
代
表
者
か
ら
の
意
見
聴
取
と
い
う
こ
れ
ま

で
の
や
り
方
か
ら
地
方
六
団
体
の
代
表
者
が
議
論
や
審

査
に
主
体
的
に
参
加
す
る
方
向
に
変
化
す
る
可
能
性
が

出
て
き
て
い
る
。 

<

６ 

論
点
と
私
見> 

 

こ
の
よ
う
な
地
制
調
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
ま
っ
た

く
の
個
人
的
な
感
想
だ
が
、
以
下
の
論
点
と
私
見
を
述

べ
て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。 

 （
１
）
地
制
調
の
専
門
小
委
員
会
ま
で
、
地
方
六
団
体

の
委
員
が
主
体
的
に
参
加
す
る
よ
う
で
は
、
地
制
調
は
、

地
方
六
団
体
の
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
る
場
と
化

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
点
、
私
見
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
地
制
調
の
結

論
は
、
地
方
六
団
体
の
意
見
・
要
望
だ
け
で
は
決
ま
ら

な
い
と
考
え
る
。
地
方
六
団
体
の
委
員
は
、
三
〇
名
の

う
ち
の
六
名
で
あ
る
。
地
制
調
の
議
事
は
、
出
席
委
員

の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
地
方
制
度
調
査

会
令
（
昭
和
二
七
年
政
令
第
四
六
一
号
）
一
条
三
項
）
。

地
方
六
団
体
の
委
員
六
名
が
主
張
し
た
こ
と
が
答
申
等

に
ま
と
ま
る
た
め
に
は
、
全
員
出
席
を
前
提
と
す
れ
ば
、

尐
な
く
と
も
、
他
の
委
員
九
名
の
賛
成
が
必
要
と
な
る
。

小
委
員
会
の
議
決
方
法
は
不
明
だ
が
、
同
様
で
あ
ろ
う

（
学
識
経
験
者
委
員
の
み
（
一
八
名
）
が
議
決
に
加
わ

る
と
す
れ
ば
九
名
の
賛
成
が
必
要
）
。
し
た
が
っ
て
、
学

識
経
験
者
委
員
の
知
見
・
判
断
力
が
重
要
で
あ
る
。 

 （
２
）（
１
）
と
は
逆
に
、
地
制
調
が
、
地
方
六
団
体
が
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反
対
す
る
答
申
等
を
出
し
て
良
い
の
か
。 

こ
の
点
、
私
見
で
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
上
記

の
よ
う
に
、
地
制
調
が
、
多
数
決
な
ど
に
よ
り
、
地
方

六
団
体
の
意
に
反
す
る
答
申
等
を
出
す
こ
と
は
、
制
度

的
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
地
制
調
の
審
議
を
通

じ
て
、
地
方
六
団
体
が
ど
の
点
に
ど
の
よ
う
な
理
由
で

反
対
し
て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
る
と
考
え
る
。
地
方

自
治
法
改
正
等
の
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
争
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
国
会
議
員
の
議
論

を
行
い
や
す
く
し
、「
国
権
の
最
高
機
関
」
に
お
け
る
「
熟

議
」
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。 

 （
３
）
地
制
調
の
議
論
に
お
け
る
住
民
の
視
点
を
ど
う

考
え
る
か
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
見
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

一
応
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。「
住
民
の
視
点
」
と

言
っ
た
場
合
、
現
在
の
よ
う
に
、
各
個
人
が
多
様
な
価

値
観
を
持
つ
時
代
に
お
い
て
、
は
た
し
て
、
一
定
の
住

民
の
視
点
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
、
あ

る
視
点
が
そ
う
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
や
っ
て

立
証
す
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
た
だ
し
、
上
記
（
１
）

の
よ
う
な
小
委
員
会
の
運
営
に
よ
っ
て
、
地
方
六
団
体

の
意
見
主
張
の
場
面
が
増
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
は

違
っ
た
立
場
か
ら
の
発
言
機
会
を
増
や
す
と
い
う
意
味

で
、「
住
民
の
視
点
」
か
ら
の
発
言
を
期
待
が
で
き
る
委

員
が
存
在
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

（
４
）
地
方
六
団
体
と
簡
単
に
言
う
が
、
六
団
体
の
間

で
意
見
の
調
整
が
で
き
る
の
か
。
特
に
大
都
市
制
度
の

議
論
な
ど
が
本
格
化
し
た
場
合
、
か
つ
て
の
特
別
市
問

題
の
よ
う
に
、
全
国
知
事
会
と
全
国
市
長
会
と
の
間
で

意
見
が
対
立
す
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
各
団

体
中
で
の
意
見
集
約
も
困
難
に
な
る
場
面
も
予
想
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
対
応
案
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。

地
方
自
治
制
度
は
、
そ
の
歴
史
を
見
る
と
、
先
人
の
知

恵
と
苦
労
の
結
晶
で
あ
る
と
感
じ
る
。
委
員
や
関
係
者 

の
見
識
と
尽
力
に
よ
り
、
深
く
、
幅
広
い
検
討
に
基
づ

く
制
度
設
計
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
私

自
身
、
院
生
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
学
び
な
が
ら
、
そ
う

し
た
検
討
に
、
僅
か
で
も
参
考
と
な
る
資
料
な
ど
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 <

お
わ
り
に> 

 

こ
の
ほ
か
、
地
制
調
と
政
治
主
導
の
関
係
、
地
制
調

に
お
け
る
国
会
議
員
委
員
の
存
在
意
味
な
ど
、
論
ず
べ

き
点
は
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
考
察
は
、
別
の
機
会
と
し

た
い
（
二
〇
一
一
年
九
月
一
六
日
記
）
。 


